
サルの体のつくりと

動きを調べよう

それぞれのサルはどんな体の使い
方をしているだろう？

観察した動きとサルを線で結ぼう。

腕でぶら下がる

腕わたり（ウンテイ）をする

しっぽでぶら下がる

木の上やつり橋を四本足で歩く

木の上やつり橋を四本足で走る

地上を四本足で歩く

地上を四本足で走る

二本足で立つ

二本足で歩く

二本足で走る

ジャンプする

よじ登る

シャマン（フクロテナガザル）

アヌビスヒヒ

ジェフロイクモザル

ボリビアリスザル

日本モンキーセンター観察ワークシート
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●
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１．サルの動きを調べよう

（オナガザル科）

（オマキザル科）

（オマキザル科）

アヌビスヒヒ

シャマン

ジェフロイクモザル

ボリビアリスザル

解説シート

1. ひとくちにサルといっても、手足や胴の長さの割合や尾の長
さなどの身体の形が多様であること（多様性）に気づく

2. サルの身体の形と、そのサルの移動、運動の仕方（ロコモー
ション）との間には関係があることに気づく

3. サルの運動の仕方と生息地の環境との関係について考える

ワークシートのねらい：

よく見られる

ときどき見られる

ほとんど／まったく
見られない

線なし

※観察時間中にすべてが見られるとは限りません

（テナガザル科）

しっぽで体を支えられるのは、
4種の中でクモザルだけ

ぶら下がって移動できるの
はテナガザルとクモザル

テーマ:ロコモーション 対象学年：小学校高学年～

所要時間の目安：60分（導入5分、観察40分、解説15分）

持ち物：クリップボード、筆記用具、双眼鏡（可能なら）

テナガザルの仲間は四足
歩行しない

どのサルも二足で立つことはあ
るが、常習的に二足歩行するの
はテナガザルとクモザル

小型のサルはジャンプ
を多用する




